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世界平和地球村の建設と自然環境の保護

人
と
自
然
が
共
存
す
る
福
地
村
の
建
設
を
目
指
し
て

一
九
九
九
年
十
月
、
南
米
パ
ラ
グ
ア
イ
共
和
国
の
北
部
に

位
置
す
る
チ
ャ
コ
地
方
に
お
い
て
、
南
北
米
福
地
開
発
協
会

に
よ
る
本
格
的
な
開
拓
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
動
し
ま
し
た
。

パ
ラ
グ
ア
イ
は
国
家
自
体
が
、
経
済
的
に
困
窮
し
て
お
り

ま
し
た
が
、
特
に
、
ア
ル
ト
・
パ
ラ
グ
ア
イ
州
の
レ
ダ
基
地

周
辺
の
イ
ン
デ
ィ
ヘ
ナ
（
先
住
民
）
の
村
々
は
、
仕
事
が
な

く
、
経
済
的
に
貧
し
い
故
の
栄
養
不
足
、
ま
た
、
未
来
を
担

う
子
供
と
若
者
た
ち
へ
の
教
材
不
足
や
学
校
の
施
設
の
不
備

な
ど
、
教
育
に
も
多
く
の
困
難
を
抱
え
て
い
ま
し
た
。
昔
か

ら
の
習
慣
や
社
会
的
生
活
に
は
、
良
い
面
も
あ
り
ま
し
た
が
、

生
存
環
境
が
過
度
に
未
整
備
だ
っ
た
の
で
す
。

南
北
米
福
地
開
発
協
会
で
は
、
ス
タ
ッ
フ
が
親
し
く
現
地

に
赴
き
、
首
都
ア
ス
ン
シ
オ
ン
か
ら
北
に
八
百
キ
ロ
も
離
れ

た
辺
境
地
に
入
植
し
、
地
域
住
民
た
ち
と
力
を
合
わ
せ
て
、

生
活
環
境
の
改
善
と
教
育
支
援
を
し
て
き
ま
し
た
。

今
号
で
は
、
新
年
の
方
針
発
表
で
も
触
れ
た
、
レ
ダ
基
地

総
合
開
発
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
紹
介
し
ま
す
。
こ
れ
は
理

想
的
福
地
村
建
設
を
目
指
す
者
た
ち
と
、
そ
の
支
援
者
た
ち

に
よ
っ
て
、
描
き
出
さ
れ
る
希
望
の
福
地
村
で
す
。
特
に
、

文
鮮
明
先
生
が
光
の
当
た
ら
な
か
っ
た
イ
ン
デ
ィ
ヘ
ナ
の
村
々

と
住
民
た
ち
に
対
し
て
、
希
望
と
な
る
村
づ
く
り
の
ビ
ジ
ョ

ン
を
提
示
し
た
も
の
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
チ
ャ
コ
地
域
は
、
基
本
的
な
生
活
の
イ
ン
フ
ラ
が
極

度
に
不
備
で
す
。
電
力
は
デ
ィ
ア
ナ
村
を
除
き
、
各
家
庭
に

は
微
小
な
電
力
が
ご
く
短
時
間
だ
け
届
く
か
、
全
く
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
浄
水
施
設
や
上
下
水
道
の
設
備
が
あ
り
ま
せ

ん
。
バ
イ
ア
・
ネ
グ
ラ
市
に
は
貧
弱
な
が
ら
も
小
さ
な
医
療

設
備
が
あ
り
ま
す
が
、
他
は
無
医
村
で
す
。
緊
急
時
は
、
小

舟
で
数
時
間
か
け
、
オ
リ
ン
ポ
市
や
バ
イ
ア
・
ネ
グ
ラ
市
に

患
者
を
輸
送
し
て
い
ま
す
。
（
二
面
に
続
く
）

レダ基地総合開発 福地村建設ビジョン



（
一
面
よ
り
続
く
）
人
々
の
切
実
な
願
い
は
、
病
院
が
欲

し
い
、
子
供
た
ち
の
教
育
施
設
が
ほ
し
い
、
ま
た
働
く

と
こ
ろ
が
欲
し
い
と
い
う
も
の
で
し
た
。

レ
ダ
基
地
は
、
上
流
の
バ
イ
ア
ネ
グ
ラ
市
と
、
下
流

の
オ
リ
ン
ポ
市
と
の
中
間
に
位
置
し
、
入
植
当
初
よ
り

交
通
、
通
信
、
治
安
、
救
急
な
ど
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の

空
白
地
帯
を
埋
め
る
と
い
う
役
割
を
担
っ
て
来
ま
し
た
。

さ
ら
に
社
会
的
な
実
績
を
積
み
重
ね
た
今
日
、
モ
デ
ル

的
福
地
村
の
建
設
は
、
大
変
に
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は
、
中
央
に
モ
デ
ル
的
福
地
村
の

行
政
施
設
、
医
療
施
設
、
学
校
等
教
育
施
設
、
文
化
施

設
等
を
配
し
、
周
辺
に
緑
豊
か
な
自
然
保
護
と
観
察
の

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
場
を
設
定
し
、
パ
ン
タ
ナ
ー
ル
の

特
徴
を
生
か
し
た
自
然
公
園
が
広
が
り
ま
す
。

ま
た
、
地
域
の
人
々
が
働
く
こ
と
の
で
き
る
場
と
し

て
、
養
殖
や
牧
畜
を
は
じ
め
、
幅
広
く
地
場
産
業
を
推

進
す
る
施
設
が
創
ら
れ
、
パ
ラ
グ
ア
イ
川
沿
岸
地
域
は

も
と
よ
り
、
広
く
周
辺
地
域
の
住
民
た
ち
に
と
っ
て
、

生
活
の
質
の
向
上
に
資
す
る
も
の
と
な
り
ま
す
。

二
〇
一
三
年
、
パ
ラ
グ
ア
イ
川
の
代
表
的
な
魚
で
あ

る
パ
ク
ー
の
稚
魚
放
流
に
あ
た
り
、
現
職
大
統
領
、
中

央
政
府
と
自
治
体
の
指
導
者
、
大
学
の
研
究
者
、
地
域

住
民
を
迎
え
て
、
盛
大
に
稚
魚
放
流
式
典
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
そ
し
て
、
毎
年
の
繁
殖
期
ご
と
に
継
続
し
て
行
っ

た
稚
魚
放
流
の
効
果
に
よ
り
、
パ
ラ
グ
ア
イ
川
の
魚
資

源
が
顕
著
に
増
加
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
養
殖
技

術
の
普
及
も
ま
た
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
（
戸
石
記
）

開発研究
試験エリア

特別保護区学園都市



【
第
２
回
Ａ
Ｓ
Ｄ
青
年
集
会
】

新
年
会
に
参
加
で
き
な
か
っ
た
メ
ン
バ
ー
か
ら
の
要

望
を
受
け
、
二
月
一
日
の
夜
に
「
第
２
回
Ａ
Ｓ
Ｄ
青
年

集
会
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。
平
日
で
し
た
が
七
名
が
集

ま
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
話
題
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
前
回
と
ほ
ぼ
同
じ
で
、
ま
ず
お
弁
当
を
食

べ
な
が
ら
自
己
紹
介
と
近
況
報
告
を
行
い
、
次
に
提
唱

者
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
音
読
し
そ
の
感
想
を
共
有
し
ま
し

た
。
最
後
に
今
年
の
方
針
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
発
表
し
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
企
画
の
時
間
を
設
け
ま
し
た
。

今
回
の
集
会
で
中
心
的
な
議
題
に
な
っ
た
の
は
「
切

手
集
め
や
青
年
奉
仕
隊
に

参
加
し
て
く
れ
た
メ
ン

バ
ー
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
す

る
、
ユ
ー
ス
・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
マ
ー
ク
入
り

グ
ッ
ズ
を
作
成
す
る
に

あ
た
り
、
ど
の
よ
う
な

も
の
に
す
る
か
？
」
と

い
う
こ
と
で
し
た
。
事

前
に
事
務
局
側
で
考
え

た
案
は
、
バ
ッ
ヂ
や
キ
ー

ホ
ル
ダ
ー
な
ど
で
、
サ

イ
ズ
別
の
サ
ン
プ
ル
を
取
り
寄
せ
て
い
ま
し
た
。
と
こ

ろ
が
、
議
論
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
、
熟
議
の
果
て
に

ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
に
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の

特
製
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
は
、
今
年
の
春
休
み
か
ら
切
手
・

ハ
ガ
キ
集
め
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
す
る
学
生
に
贈

呈
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
今
回
の
青
年
集
会
の
参
加
者
で
、
先
立
っ
て

協
力
し
て
く
れ
た
メ
ン
バ
ー
に
は
、
マ
ー
ク
入
り
の
カ
ー

ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。
ユ
ー
ス
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
マ
ー
ク
を
ベ
ー
ス
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
に
合
わ

せ
て
デ
ザ
イ
ン
し
た
マ
ー

ク
入
り
の
カ
ー
ド
に
は
、

レ
ダ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

そ
れ
を
受
け
継
ぐ
者
た
ち

へ
の
夢
と
願
い
が
込
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
（
島
田
記
）

レダを体験した青年は、今！ (第5回)

世界に貢献できる仕事がしたい!
Ｑ.なぜ青年奉仕隊に
参加しようと思いまし

たか？

Ａ.高校２年生の時に
「切手集め」のボラン

ティアに参加してレダ・

プロジェクトのことを

知りました。１度行っ

てみたいと思っていま

したが、大学で観光に

ついて学び、より強く

国際交流・貢献に関心

を持つようになりまし

た。それで青年奉仕隊

に応募しました。

Ｑ.レダに行って感動したことは？

Ａ.とにかく自然がきれい！「本来の自然が残っている」とい
うことが印象的でした。観光を学ぶ立場で５カ国を見てきま

したが、文句なしでNo.1でした。また、レダ開拓の歴史を深

く知っていく中で、たくさんの思いが込められた聖地である

と感じました。

Ｑ.パラグアイの人たちと触れ合い、感じたことは？

Ａ.パラグアイの人たちは、本当に陽気で、明るくて親しみや
すかったです。今まで行った外国でも現地の学生と交流する

機会がありましたが、いま一歩盛り上がらないところがあり

ました。ところが、パラグアイの人はいろいろ興味を持って、

言葉も分からないのに話しかけてきたり、人なつっこいとこ

ろがありました。アキタバン(船)に乘った時、僕らの部屋に

子供たちがひっきりなしに入ってくるので、簡単な手遊びを

教えて一緒に遊んだりすることもありました。

Ｑ.レダでの体験を通して、新たに決意する内容がありました
か？

Ａ.学校を休学し、半年レダに行って来ることに決めました。
将来一級の観光地になるレダに行って、奉仕と共に観光資源

の調査なども行い、レダ観光をテーマに卒業論文を書きたい

と思います。卒業後は旅行会社で経験を積み、将来的にはレ

ダ・プロジェクトを含め、世界に貢献できる仕事がしたいと

思います。

土佐嘉孝さん 第15回国際協力青年
奉仕隊員 立教大学観光学部3年生（パ
ラグアイ川で釣ったピラニアを手に）

第2回ASD青年集会（2月1日）

今レダ基地では

パクーの養殖池で、成長の度合いを調べる作業。

タロイモ水田の除草作業。リンゴガイ(左写真)も採る。

カピバラの世話をする青木氏。

リンゴガイ(ジャンボタニシ)

ユース・ボランティア
のマーク



お
待
た
せ
い
た
し
ま
し
た
。
本
年
最
初
の
パ

ン
タ
ナ
ー
ル
一
日
特
別
研
修
会
（
ワ
ン
デ
イ
セ

ミ
ナ
ー
）
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

日
時

二
〇
一
六
年
四
月
二
日
（
土
）
十
時
よ

り
受
付
、
十
時
三
十
分
開
始
、
午
後
五
時
終
了
。

会
場

国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
青
少
年
総
合

セ
ン
タ
ー

国
際
棟
二
階
セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム
（
東

京
都
渋
谷
区
代
々
木
神
園
町
三
−
一
＝
小
田
急
線

参
宮
橋
駅
か
ら
徒
歩
七
分
）

参
加
費

二
〇
〇
〇
円
（
昼
食
を
含
む
）

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
三
月
二
九
日
ま
で

に
、
別
紙
の
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
ご
記
入

の
上
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
か
メ
ー
ル
で
下
記
の
当
法

人
事
務
局
あ
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。

主
催

一
般
社
団
法
人

南
北
米
福
地
開
発
協
会

共
催

Ｎ
Ｐ
Ｏ
地
球
の
緑
を
守
る
会

プ
ロ
グ
ラ
ム
（予
定
）

●
「
レ
ダ
開
拓
と
福
地
建
設
の
歩
み
」

講
師

柴
沼
邦
彦=

当
法
人
理
事

●
「
地
球
環
境
問
題
救
済
の
道
」

講
師

高
津
啓
洋=

Ｎ
Ｐ
Ｏ
代
表

参
加
者
の
感
想

●
初
め
て
参
加
し
ま

し
た
が
、
思
い
が
適
っ

た
一
日
で
し
た
。
苛
酷

な
地
を
、
よ
く
ぞ
こ
こ

ま
で
な
さ
れ
た
と
感

服
い
た
し
ま
し
た
。

(

男
性
・64
歳)

●
と
て
も
深
い
内
容

が
あ
り
、
先
駆
者
達
の

苦
労
が
あ
っ
た
と
い
う

こ
と
を
知
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
青
年
の
坂

井
さ
ん
の
話
は
と
て

会員種別
♠会員一口1000円／月
♠特別会員一口１万円／月
♠法人会員一口１万円／月
※いずれも口数は申込者が申告

会費は、毎月の引き落とし方式です。
会費振替用口座 ゆうちょ銀行

00290-5-113072
加入者名：シャ）南北米福地開発協会

入会申し込みと同時に手続きをお願い申し上げ
ます。それが確認でき次第、会員番号を確定し、
ご案内いたします。

♥入会申込書は、左記の事務局にお申しつけく
ださい。ホームページからも入手できます。

一般社団法人
南北米福地開発協会 事務局
〒213-0001
神奈川県川崎市高津区

溝口３－１１－１５
岩崎ビル４Ｆ

電話: 044-829-2821
FAX: 044-829-2820

ゆうちょ銀行（旧一般会員会費納入）
記号10280 番号6１349751
一般社団法人 南北米福地開発協会

E-メール: office@asd-nsa.com
ホームページ: http://asd-nsa.com

も
率
直
で
、
同
じ
青
年
と
し
て
興
味
深
く
、
と
て
も
刺
激
に
な
り

ま
し
た
。(

男
性
・22
歳)

●
レ
ダ
の
話
は
い
つ
も
希
望
的
で
心
が
温
か
く
な
り
ま
す
。
他
の

幸
福
の
た
め
に
生
き
る
精
神
を
実
践
す
る
レ
ダ
だ
か
ら
こ
そ
本
当

の
感
動
を
与
え
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。(

女
性
・
55
歳)

お便り募集

読者の皆様からのお便りを募
集します。本紙記事へのご感
想や提案、皆様個人やご家
庭での歩み、あるいはグルー
プや支部での活動と関連写
真、イラストなどをお待ちして
います。宛て先は、事務局
office@asd-nsa.com
へお願いします。

第10回パンタナール1Dayセミナーご案内

春爛漫、桜の下で開催された第7回一日研修会。
次回もこの会場で開催します。

本
年
も
国
際
協
力
青
年
奉
仕
隊
を
派
遣
し
ま
す
。
あ

な
た
の
若
い
日
に
、
地
球
の
反
対
側
に
飛
び
、
汗
を
流

し
て
異
文
化
の
人
々
と
心
を
通
わ
せ
る
奉
仕
活
動
！

原
初
の
姿
の
大
自
然
に
触
れ
、
自
分
自
身
を
脱
皮
し

て
、
未
知
の
可
能
性
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
！

期
間

八
月
二
四
日

～

九
月
十
一
日
（
予
定
）

プ
ロ
グ
ラ
ム

レ
ダ
近
隣
地
域
で
の
奉
仕
活
動
、
レ
ダ

で
の
活
動
体
験
（
開
拓
・
植
樹
・
栽
培
・
牧
畜
・
養
殖
・

釣
り
・
乗
馬
な
ど
）
、
首
都
ア
ス
ン
シ
オ
ン
、
メ
ノ
ナ

イ
ト
の
築
い
た
都
市
ロ
マ
・
プ
ラ
タ
、
先
住
民
の
村
、

イ
グ
ア
ス
の
滝
な
ど
の
見
学
・
観
光
な
ど
（
予
定
）

参
加
費

十
五
万
円
（
参
加
者
の
負
担
額
）

主
催

一
般
社
団
法
人

南
北
米
福
地
開
発
協
会

応
募
締
め
切
り

一
次
選
抜

四
月
三
十
日
、
二
次
選
抜

五
月
三
十
一
日

応
募
は
健
康
な
方
に
限
り
ま
す
。

連
絡
先

office@
asd-nsa.com

（
担
当

島
田
賢
二
）

第
十
六
回
青
年
奉
仕
隊
員
募
集
!!


